
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 20 酸化①       

 

問題 

1 問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
  
 
 （東京都） 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 （学芸大附高） 

 

 

 

 

解答は次のページ 



  

 

 

     

〔問 1〕結果 1 より，マグネシウムの粉末 0.3gと反応した酸素の質量は，24.5－24.3 = 0.2〔g〕とわか

る。同様に，マグネシウム 0.6gと反応した酸素は 0.4g，0.9gと反応した酸素は 0.6gとなり，マグネ

シウム粉末の質量と反応した酸素の質量は比例している。よって，グラフは C とわかる。 

 ア 

 

 

〔問 2〕「塾技 12  」（1）より，実験 2 では水素が発生し，化学反応式は次のようになることがわかる。 

Mg ＋ 2HCl → MgCl2 ＋ H2 

結果 2 より，0.1gのマグネシウムがすべて塩酸と反応すると 100cm3の水素が発生している。水素は

最大 330cm3発生していることから，5%の塩酸 20cm3と過不足なく反応するマグネシウムの質量は

0.33gで，このとき，水素が 330cm3発生することがわかる。よって，マグネシウムを 0.4gより増や

しても，マグネシウムと反応する塩酸が不足しているため水素は発生しない。 

一方，塩酸の濃度を 2 倍の 10%に変えると，過不足なく反応するマグネシウムの質量も 2 倍の 0.66g

となるので，グラフは Dとなる。 

 記号：エ  化学式：Mg，HCl，H2 

 

 

〔問 3〕加熱後，マグネシウムと反応した酸素の質量は，26.8－25.8 = 1.0〔g〕。結果 1 より，過不足な

く反応するマグネシウムと酸素の質量比は，0.3：0.2 = 3：2 とわかるので，1.0gの酸素と反応した

マグネシウムの質量を xgとすると，x：1.0 = 3：2 より，x = 1.5〔g〕とわかる。よって，未反応の

マグネシウムの質量は，1.8－1.5 = 0.3〔g〕となるので，5%の塩酸を気体が発生しなくなるまで加

えたときに発生する水素の質量は，300cm3と求められる。 

 300cm3 

 

塾技 20  補充問題 解答・解説 

 

答 

2 

答 

答 

解 1 



  

 
 

（1）④：加熱前後の物質の質量を正確に測定するため，質量はステンレス皿ごとはかる。 

 ④ 

 

 

（2）グラフより，銅では，加熱前の質量が 4gだったのが，加熱後 5gに変化していることより， 

銅の質量：化合した酸素の質量 = 4：(5－4) = 4：1 とわかる。 

一方，マグネシウムでは，加熱前の質量が 3g だったのが，加熱後 5g に変化していることより，

マグネシウムの質量：化合した酸素の質量 = 3：(5－3) = 3：2 とわかる。これらをもとにグラフを

かくと，次のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）「塾技 20  」留意点②より，マグネシウム原子 1 個と酸素原子 1 個の質量比は 3：2 とわかるので，

マグネシウム原子 1 個の質量は，酸素原子 1 個の質量の，3 ÷ 2 = 1.5〔倍〕と求められる。 

 ⑤ 

 

 

 

（4）「塾技 20  」（2）より，混合物中の銅の質量を x g，マグネシウムの質量を y gとおくと，酸化銅

の質量は   g，酸化マグネシウムの質量は  g とおける。これを利用して連立方程式をつくる。 
 
 

   これを解いて，x = 2.0〔g〕，y = 4.5〔g〕 

 ⑨ 

解 2 

答 
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